
松本市とＮＴＴ東日本長野支店による共同実験 

～上高地の山岳地帯での無線技術（LPWA）の実証実験～ 
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東日本電信電話株式会社 長野支店（所在 長野市新田町 支店長 榎本 佳一 、以下、「 N TT 東日本」）は、

松本市（市長 臥雲 義尚）と共同で、携帯電波の届かない山岳地帯における、緊急連絡を想定した無線通信

技術による情報伝達手段の実証実験を行います。 

 

 

１．目的 

松本－高山 Big Bridge 構想に掲げる「多彩で上質な体験と滞在ができる魅力的な観光ルート」の実現を目

指し、携帯電波の届かない上高地内山岳地帯の登山道で、山岳遭難が発生した場合などの緊急連絡を想定し、

NTT 東日本と松本市が共同で、無線通信技術（LPWA）による情報伝達手段の実証実験を行います。 

なお、この取り組みは NTT 東日本としては初の取り組みとなります。 

※詳細は別紙１のとおり 

 

２．対象地 

松本市上高地 横尾山荘～穂高岳山荘区間の登山道 約７．１ｋｍ 

 

３．実証実験期間 

令和３年１０月上旬から令和３年１０月中旬 

 

４．検証内容 

登山モニターへ通信用端末を貸し出し、対象地内から以下の通信が可能か検証します。実験終了後、アン

ケートにご協力いただきます。 

⑴ センターから登山モニターへのメッセージ送信、モニターからの応答 

⑵ 登山モニターからセンターへの SOS 発信～救助隊手配を想定した運用テスト 

 

５．協力体制 

北アルプス山小屋友交会、やまきふ共済会、エヌエスティ・グローバリスト株式会社 

 

 

 

 

【本件に関する報道機関からのお問い合わせ先】 

ＮＴＴ東日本長野支店 総務・広報担当 

（課長）坂口 志功   （担当）小林 浩子  

電話：026-225-2037 



＜対象地＞
横尾山荘～穂高岳山荘区間 登山道沿い（約7.1km）

＜目的・趣旨＞
山岳遭難が発生した場合などの緊急連絡を想定した、松本市と
ＮＴＴ東日本との共同実施による情報伝達手段の実証実験

実証期間
１０月上旬～
１０月中旬

横尾山荘（親局）

穂高岳山荘（中継機）

涸沢小屋（中継機）

本谷橋（中継機）
＜中継機設置イメージ＞

上高地の山岳地帯で無線技術
（ＬＰＷＡ）の実証実験を行います

（資料提供）
ＮＴＴ東日本

（別紙１）

【山岳遭難マップより引用】

中継機

ソーラーパネル
150cm

28cm



＜検証内容＞
登山モニターへ通信用端末を貸し出し、以下の通信が可能か検証
・センターから登山モニターへのメッセージ送信、モニターからの応答
・登山モニターからセンターへのSOS発信～救助隊手配を想定した運用テスト

【登山モニター貸出端末イメージ】 【センター】【中継機】

LPWALPWA 光回線

メッセージ表示

ボタンによる
応答

【親機】

メッセージ通知

応答

実証実験の内容

＜ＬＰＷＡとは＞
小電力、長距離で通信できる無線通信技術（Low Power Wide Area）

＜協力者＞
北アルプス山小屋友交会、やまきふ共済会、エヌエスティ・グローバリスト株式会社
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